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認定 NPO 法⼈テラ・ルネッサンス 

 

デニ・ムクウェゲ氏のノーベル平和賞受賞へ祝意を示すとともに、 
コンゴ民主共和国での紛争と鉱物資源の関係への関心を 

 
認定 NPO 法⼈テラ・ルネッサンス（事務局：京都市下京区、理事⻑：⼩川真吾）は、コンゴ⺠主共和
国で武装勢⼒などによる性暴⼒を受けた、約 4 万⼈もの⼥性を治療してこられたデニ・ムクウェゲ⽒の
ノーベル平和賞受賞への祝意を表明します。あわせて、この受賞を機に、弊会も活動する同国の紛争の
現状、その背景にある紛争鉱物に関して、関⼼が喚起されることを求めます。 
 
コンゴ⺠主共和国（以下、コンゴ）では、1998 年以降の紛争によって、第⼆次世界対戦以降、世界で最も多
くの命（600 万⼈以上）が失われました。特に、武装勢⼒から性暴⼒を受けた⼥性たちの被害は⼤きく、⾝体
的な傷だけでなく差別などによる精神的な傷を負うことも。この背景には、レアメタル（希少価値の⾼い鉱
物資源）をはじめとする天然資源をめぐる近隣国及び先進国の権益争いがあります。デニ・ムクウェゲ⽒は、
ノーベル平和賞授賞式での講演で、「悲劇から⽬を背けることは、共謀していることと同じです。責任を問わ
れるのは、犯罪の実⾏犯だけではありません。直視しないことを選んだ⼈も含まれるのです。」と述べ、同国
で産出される資源を消費する先進国の⼈々に対して、関⼼を持つことを求めておられます。 
 
活動開始から 10 年以上、コンゴ東部で⽀援を継続する 
国内唯⼀の NGO として  
 
同会では、2007 年からコンゴの⼥性たちに対して、⾃給⾷糧
の⽣産や職業訓練などの⾃⽴⽀援を継続。⽀援する⼥性の中
には、ムクウェゲ⽒の治療を受けた⼈たちも少なくありませ
ん。今回のノーベル平和賞を機に、コンゴでの紛争、そこで
繰り返される性暴⼒の悲劇、そして紛争の背景にある資源の
権益争いに、国際社会が関⼼を持つことを、同国で活動する
⽇本の NGO として強く求めます。 
（写真：⾃⽴⽀援を受ける⼥性たちと、理事⻑の⼩川） 
 
◆コンゴ東部地域での⽀援を担当する弊会理事⻑の⼩川真吾が、2019 年 1 ⽉上旬に、⽇本へ⼀時帰国しま
す。その間、この件に関する取材をお受けすることができます。詳しくは、以下のお問い合わせ先までご連
絡をお願いいたします。（写真：⾃⽴⽀援を受ける⼥性たちと理事⻑の⼩川） 
 
 
〇 この件に関するお問い合わせ 
認定 NPO 法⼈テラ・ルネッサンス パブリック・リレーションズチーム マネジャー ⼩⽥（おだ） 
電話：075-741-8786 携帯：080-5784-7668 メール：oda@terra-r.jp 
 
〇認定 NPO 法⼈テラ・ルネッサンス 理事⻑ ⼩川真吾 http://www.terra-r.jp 
『すべての⽣命が安⼼して⽣活できる社会の実現』を⽬的に、2001 年に⻤丸昌也によって設⽴。現在では、
カンボジア・ラオスでの地雷や不発弾処理⽀援、地雷埋設地域の⽣活再建⽀援、ウガンダ・コンゴ・ブルン
ジでの元⼦ども兵の社会復帰⽀援を実施。また、⽇本国内では、平和教育（学校や企業向けの研修）や、岩
⼿県⼤槌町を中⼼に、被災者⽀援活動を展開しています。独⽴⾏政法⼈国際交流基⾦「地球市⺠賞」、⼀般社
団法⼈倫理研究所「地球倫理推進賞」受賞。 


